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に
し
み
た
か
学
園

教
育
研
究
発
表
会

「
に
し
み
た
か
学
園
」
の
教
育

実
践
に
つ
い
て
研
究
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
１
月
30
日
∏
①
公
開
授
業
＝
二

小
、
井
口
小
、
二
中
で
。
②
研
究

発
表
、
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
＝
二
中
で
。
①
午
後
１

時
10
分
〜
２
時
、
②
２
時
15
分
〜

４
時
30
分
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ

t
二
小（
山
口
）@
32
―
３
２
３
１

中
学
校
の
通
学
区
域
を

一
部
変
更
し
ま
す

こ
れ
ま
で
下
連
雀
１
丁
目
１
番

〜
９
番
の
通
学
区
域
は
第
三
中
学

校
が
指
定
校
で
し
た
が
、
１
月
９

日
か
ら
第
一
中
学
校
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫

教
育
校
の
開
設
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
変
更
は
、
今
後
、
第

一
中
学
校
区
に
小
・
中
一
貫
教
育

校
を
開
設
す
る
た
め
、
第
四
小
学

校
区
を
す
べ
て
同
校
の
通
学
区
域

と
し
た
も
の
で
す
。

三
鷹
俳
句
会
12
月
の
秀
句

選
者
　
飯
田
六
斗

手
の
掌
で
厚
き
鯛
焼
踊
ら
せ
る

柳
和
男

鯛
焼
き
の
裏
返
し
て
も
同
じ
貌か

お

根
岸
操

裏
の
家
何
時
も
し
づ
か
や
柚
子
は
黄
に

大
和
谷
慈
子

料
理
屋
の
生
け
簀
の
中
も
歳
の
暮
れ槙

田
隆
司

時
雨
る
る
や
砂
場
の
脇
に
三
輪
車

三
矢
恵
啓

代
替
り
鯛
焼
細
身
の
焼
き
あ
が
り

田
山
光
起

手
際
よ
く
脚
立
の
庭
師
年
の
暮

板
橋
ク
ラ
子

煤
払
い
睨
み
新
た
な
仁
王
尊

岡
田
幸
子

年
暮
れ
ぬ
脳
革
命
の
成
ら
ぬ
ま
ま

南
み
ち

し
み
じ
み
と
白
湯
の
甘
さ
や
年
の
暮小

泉
秀
夫

冬
の
バ
ス
曲
が
れ
ば
わ
れ
も
曲
が
り
を
り

佐
野
み
さ
を

あ
ん
な
事
こ
ん
な
事
想
い
年
の
暮浅

沼
仁
美
子

恋
歌
を
ひ
と
り
聴
き
を
り
年
の
暮

久
ケ
谷
ゆ
き
子

鯛
焼
き
の
大
爆
笑
の
破
裂
か
な

根
岸
敏
三

鯛
焼
き
を
口
に
姦
し
冬
日
向

田
中
淑
子

三
鷹
短
歌
会
十
ニ
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

運
筆
の
息
づ
か
ひ
迫
る
書
道
展
静
寂
の
中

に
立
ち
つ
く
し
た
り

神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈作
品
を
見
る
確
か
な
目
を
持
っ
た
作

者
な
の
だ
ろ
う
。
感
動
が
結
句
の「
立
ち
つ

く
し
た
り
」に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

素
朴
と
ふ
言
葉
し
み
じ
み
味
は
ひ
ぬ
醤
油

を
つ
け
て
蕎
麦
が
き
を
食
ぶ

高
木
文
代

﹇
評
﹈
ま
さ
に
こ
れ
が
素
朴
そ
の
も
の
だ

と
実
感
し
な
が
ら
蕎
麦
が
き
を
生
醤
油

だ
け
で
味
は
っ
て
い
る
の
だ
。

高
枝
に
残
り
の
黄
葉
あ
や
な
し
て
空
の
青

さ
に
映
え
て
美
し

松
村
美
惠
子

﹇
評
﹈
秋
の
風
情
を
黄
葉
と
青
空
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に
描
き

だ
し
て
い
る
。
結
句
は
一
考
の
要
あ
り
。

訪
ね
来
し
天
文
台
に
宇
宙
を
見
る
き
の
ふ

の
憂
さ
の
小
さ
き
こ
と
よ

小
野
五
代
子

﹇
評
﹈「
天
文
台
に
宇
宙
を
見
る
」
は
天
体

望
遠
鏡
で
覗
い
た
の
か
、
写
真
等
の
展

示
物
か
ら
感
得
し
た
こ
と
な
の
か
は
分

か
り
に
く
い
が
、
結
句
の
「
小
さ
き
こ

と
よ
」
の
気
持
ち
の
変
容
が
面
白
い
。

太
陽
の
の
ぞ
か
ぬ
ま
ま
の
日
の
暮
れ
を
雀

五
六
羽
ひ
そ
と
飛
び
立
つ

棚
木
玲
子

﹇
評
﹈
下
の
句
の
雀
の
動
き
に
よ
っ
て
寒

さ
が
増
幅
さ
れ
た
。
厚
い
雲
が
た
れ
こ

め
た
ま
ま
に
迎
え
た
夕
暮
れ
の
雰
囲
気

を
上
手
に
醸
し
出
し
て
い
る
。

断
酒
し
て
久
し
く
な
れ
ば
異
次
元
の
世
界

に
ひ
た
る
こ
と
も
絶
え
た
り

葛
島
茂
春

﹇
評
﹈
作
者
に
と
っ
て
の
「
異
次
元
の
世

界
」
と
は
酔
っ
た
状
態
の
時
を
指
し
て

い
る
よ
う
だ
。
当
時
を
懐
か
し
む
気
持

ち
が
言
外
に
潜
み
面
白
い
。

石
塀
よ
り
枝
の
ぞ
か
せ
る
温
州
み
か
ん
た

わ
わ
に
実
を
つ
け
冬
日
に
輝
く

望
月
綾
乃

﹇
評
﹈
冬
の
暖
か
い
日
な
の
だ
ろ
う
。
の

ど
や
か
な
情
景
が
目
に
浮
か
び
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
。

◆
通
学
区
域
変
更
に
よ
る
注
意
点

◇
１
月
９
日
以
降
に
転
入
学
さ
れ

た
お
子
さ
ん
は
一
中
が
指
定
校
と

な
り
ま
す
。

◇
４
月
に
新
中
学
生
と
な
る
お
子

さ
ん
は
、
一
中
が
指
定
校
に
な
り

ま
す
。
三
中
に
進
学
を
希
望
す
る

場
合
は
指
定
校
の
変
更
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
現
在
、
三
中
に
在
籍
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
変
更
の
手
続
き
は
不

要
で
す
。

t
学
務
課
@
内
線
３
２
３
４

私
立
小
・
中
学
校
児
童
・
生

徒
な
ど
の
保
護
者
補
助
金
の

追
加
申
請
を
受
付
中

平
成
18
年
５
月
１
日
現
在
、
私

立
小
・
中
学
校
な
ど
（
小
・
中
学

校
に
相
当
す
る
外
国
人
学
校
を
含

む
）
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
の
方
で
、
市
の
住
民

基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
お
早
め
に
。

◆
補
助
金
額

児
童
・
生
徒
１
人

に
つ
き
年
額
９
千
円

▼
３
月
15
日
∫

ま
で
に
各
学
校
に

あ
る
所
定
の
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
在
籍
証
明
を
受
け
て
学

務
課
（
教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
）
へ

申
し
込
む
。
書
類
が
な
い
場
合
は

同
課
@
内
線
３
２
３
３
へ
。

市
立
小
・
中
学
校
給
食
用

食
材
納
入
業
者
の
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

学
校
給
食
運
営
委
員
会
で
は
平

成
19
年
度
小
･
中
学
校
給
食
用
食

材
の
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
請
用
紙
の
交
付

１
月
29
日

∑

〜
２
月
２
日
ª

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

は
除
く
）、
同
事
務
局
（
教
育
セ

ン
タ
ー
１
階
学
務
課
保
健
給
食
係

内
）
に
て
。

※
申
請
に
は
各
種
添
付
書
類
が

必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
入
手
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付

２
月
５
日
∑

〜
９

日
ª

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）、
同

事
務
局
へ
直
接
申
し
込
む
（
郵
送

不
可
）。

◆
登
録
有
効
期
限

２
年
間

※
平
成
18
年
度
に
登
録
手
続
き

を
行
っ
た
方
は
申
請
不
要
。

t
同
事
務
局
@
内
線
３
２
３
８

ご
覧
く
だ
さ
い
　

市
立
小
・
中
学
生
の
作
品
展

市
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
、

市
教
育
委
員
会
主
催
。
市
立
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
製
作
し

た
代
表
作
品
を
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
地
下
１
階
で
展
示
し
ま
す
。

◆
小
学
校
図
画
工
作
展

▽
１
月
24
日
π

〜
27
日
º

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
27
日
は
午

後
３
時
ま
で
）。

◆
中
学
校
連
合
美
術
展

▽
２
月
２
日
ª

〜
４
日
∂

午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
２
日
は
正
午
か

ら
、
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）。

▼
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
。

t
三
小
（
宮
崎
）
@
43
―
２
１
２

８
・
五
中
（
竹
内
）
@
45
―
３
２

０
１

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で

都
知
事
賞
を
受
賞

三
中
３
年
生
の
山
本
栞
さ
ん
が

東
京
都
主
税
局
主
催
の
「
平
成
18

年
度
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の

作
文
』」
の
審
査
会
で
東
京
都
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

山
本
栞
さ
ん
の
受
賞
作
「
税
が

つ
く
る
優
し
さ
の
輪
」
は
同
局

http://www.tax.m
etro.tokyo

.jp/
school/index.htm

l

に
全

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

t
三
中
@
44
―
６
１
８
１

第
19
回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

東
京
都
市
社
会
教
育
課
長
会
文

化
財
部
会
主
催
、
オ
リ
オ
ン
書
房

協
賛
。

多
摩
地
区
27
市
町
村
の
教
育
委

員
会
な
ど
が
発
行
す
る
郷
土
史
関

係
の
出
版
物
約
１
千
点
が
一
度
に

集
ま
る
、
年
一
回
の
展
示
・
即
売

会
で
す
。

▽
１
月
26
日
ª

〜
28
日
∂

午
前
10

時
〜
午
後
７
時（
日
曜
日
は
午
後

５
時
ま
で
）。
パ
ー
ク
ア
ベ
ニュ
ー
３

階
オ
リ
オ
ン
書
房
ノ
ル
テ
店
で
。

t
生
涯
学
習
課
@
内
線
３
３
１
５

歴
史
・
文
化
財
連
続
講
座

三
鷹
の
風
景
誌

〜
江
戸
か
ら
平
成
へ
〜

▽
①
２
月
４
日
∂「
地
誌
に
み
る
近

世
三
鷹
の
風
景
〜
名
所
井
ノ
頭
と

村
落
の
景
観
〜
」講
師
は
法
政
大

学
教
授
の
馬
場
憲
一
さ
ん
、
②
17

日
º「
近
代
水
車
農
家
の
風
景
」講

師
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

の
上
野
和
男
さ
ん
、
③
24
日
º「
三

鷹
の
幕
末
と
明
治
〜
新
選
組
と
自

由
民
権
〜
」講
師
は
国
学
院
大
学

教
授
の
根
岸
茂
夫
さ
ん
、
④
３
月

４
日
∂「
近
代
の
建
築
と
街
並
み

〜
農
村
か
ら
住
宅
都
市
へ
〜
」講
師

は
工
学
院
大
学
教
授
の
初
田
亨
さ

ん
。い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
、

①
教
育
セ
ン
タ
ー
、
②
〜
④
産
業
プ

ラ
ザ
で
。

▼
直
接
会
場
へ
（
各
回
先
着
60

人
）。

t
生
涯
学
習
課
@
内
線
３
３
１
５ HP

市
で
平
成
19
年
度
任
用
の

市
政
嘱
託
員
を

◆
募
集
職
種

①
一
般
事
務
、
②

保
健
師

◆
試
験
日
程

第
１
次
試
験
＝
２

月
10
日
º

、第
２
次
試
験
＝
後
日
、

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
。

◆
受
験
資
格

平
成
19
年
４
月
１

日
現
在
で
①
18
歳
以
上
60
歳
以

下
、
②
60
歳
以
下
で
保
健
師
有
資

格
者
。
い
ず
れ
も
若
干
名
。。

◆
任
用
期
間

任
用
日
〜
平
成
20

年
３
月
31
日
∑

（
規
定
に
よ
り
更

新
す
る
場
合
あ
り
）。

◆
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
で
週
30

時
間
以
内
（
実
働
）。
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
お
よ
び
平
日
夜
間
を

含
む
変
則
勤
務
の
場
合
あ
り
。

◆
業
務
内
容

①
経
理
を
含
む
一

般
事
務
（
外
勤
の
場
合
あ
り
）、

諸
証
明
発
行
関
連
事
務
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
運
用
に
関
す
る
補
助
事

務
、
社
会
保
険
労
務
関
係
事
務
、

施
設
管
理
業
務
、
建
築
な
ど
に
関

連
す
る
一
般
事
務
、
環
境
や
化
学

に
関
す
る
一
般
事
務
、
市
立
小
・

中
学
校
に
お
け
る
一
般
事
務
、
市

税
な
ど
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
、

②
各
種
健
康
診
査
、
健
康
相
談
、

保
健
指
導
業
務
や
業
務
に
関
す
る

一
般
事
務
な
ど
。

◆
報
酬
な
ど

①
月
額
16
万
９
千

500
円
、
②
月
額
24
万
９
千
円
。

い
ず
れ
も
２
万
円
以
内
で
別
途
交

通
費
を
支
給
。
社
会
保
険
・
労
働

保
険
の
適
用
あ
り
。

◆
勤
務
場
所

①
市
役
所
お
よ
び

市
内
関
連
施
設
、
②
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
。

◆
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
、
履

歴
書
の
配
布

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
職
員
課
（
市
役
所
３

階
）、
市
政
窓
口
で
。

▼
２
月
１
日
∫
（
必
着
）
ま
で
に
、

受
験
申
込
書
と
市
所
定
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
縦
４
×
横

３
m
の
写
真
（
最
近
３
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
を
貼
り
、
受

験
票
の
返
信
用
50
円
切
手
を
同
封

の
う
え
「
〒
181
―
８
５
５
５
三

鷹
市
役
所
職
員
課
」
へ
配
達
記
録

郵
便
で
申
し
込
む
。
く
わ
し
く
は

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
東
京
電
子
自
治
体
共
同

運
営
が
提
供
し
て
い
る
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス

https://www.e-
tokyo.lg.jp/info/res/top/Prt
lRTopM

enu.do

か
ら
も
申
し
込

め
ま
す
。

t
職
員
課
@
内
線
２
２
３
４

図
書
館
で
市
政
嘱
託
員
を

◆
職
務
内
容

①
図
書
館
の
カ
ウ

ン
タ
ー
業
務
と
こ
れ
に
付
随
す
る

業
務
（
若
干
名
）、
②
資
料
室

（
地
域
資
料
・
行
政
資
料
）
の
カ

ウ
ン
タ
ー
業
務
、
資
料
整
理
と
こ

れ
に
付
随
す
る
業
務
（
１
人
）

◆
応
募
資
格

①
司
書
の
資
格
を

有
す
る
方
ま
た
は
図
書
館
勤
務

（
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
含
む
）
経

験
者
、
②
平
成
19
年
４
月
１
日
現

在
で
61
歳
以
下
の
方
。

◆
勤
務
場
所

①
市
立
図
書
館

（
下
連
雀
図
書
館
を
除
く
）、
②
市

立
三
鷹
図
書
館
（
本
館
）。

◆
任
用
期
間

４
月
１
日
∂

〜
平

成
20
年
３
月
31
日
∑

◆
勤
務
時
間

①
１
日
７
時
間
週

４
日
28
時
間
以
内
の
指
定
す
る
勤

務
日
（
本
館
・
駅
前
は
夜
間
勤
務

あ
り
）、
②
１
日
7.5
時
間
週
４
日

30
時
間
以
内
（
火
〜
金
曜
日
）。

◆
報
酬

①
月
額
15
万
８
千
200

円
ま
た
は
15
万
３
千
533
円
（
い

ず
れ
も
予
定
。
勤
務
地
に
よ
り
異

な
る
）、
②
月
額
16
万
９
千
500
円

（
予
定
）、
２
万
円
以
内
で
別
途
交

通
費
を
支
給
。
社
会
保
険
・
労
働

保
険
の
適
用
あ
り
。

▼
２
月
１
日
∫

・
２
日
ª

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
８
時
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
・
司
書
資
格
証
明

書
の
写
し
（
有
資
格
者
の
み
）
・

①
作
文
「
こ
れ
か
ら
の
公
立
図
書

館
に
望
む
こ
と
」
ま
た
は
「
図
書

館
の
仕
事
に
つ
い
て
の
抱
負
」、

②
作
文
「
地
域
資
料
（
郷
土
・
行

政
）収
集
と
公
立
図
書
館
の
役
割
」

ま
た
は
「
公
立
図
書
館
は
地
域
資

HP

１
月
11
日
に
行
わ
れ
た
「
平
成

18
年
度
東
京
都
教
育
委
員
会
職
員

表
彰
式
」
に
お
い
て
、
市
立
小
・

中
一
貫
教
育
校
「
に
し
み
た
か
学

園
」（
二
小
、
井
口
小
、
二
中
）

が
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
現
行
の
法
制

度
の
も
と
で
、
児
童
･
生
徒
が

現
在
の
学
校
に
通
学
し
な
が
ら
の

義
務
教
育
９
年
間
の
一
貫
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で

学
校
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
学

校
づ
く
り
が
、
全
国
に
例
を
見
な

い
方
式
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

今
後
、「
に
し
み
た
か
学
園
」

の
実
践
を
検
証
し
な
が
ら
、
小
・

中
一
貫
教
育
校
を
全
市
に
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

t
指
導
室
@
内
線
３
２
４
５

料
収
集
に
い
か
に
取
り
組
む
べ
き

か
」（
い
ず
れ
も
400
字
詰
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
）
を
三
鷹
図
書
館

（
本
館
）
へ
持
参
し
申
し
込
む
。

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

文
選
考
後
、
合
格
者
に
面
接
を
行

い
、
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

t
同
館
@
43
―
９
１
５
１

市
立
小
・
中
学
校
で
図
書
館

司
書（
嘱
託
員
・
若
干
名
）を

◆
応
募
資
格

司
書
資
格
を
有

し
、
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
満

20
歳
以
上
、
61
歳
以
下
の
方
。

◆
勤
務
場
所

市
立
小
・
中
学
校

◆
業
務
内
容

①
児
童
・
生
徒
の

読
書
活
動
の
指
導
、
②
図
書
の
貸

出
・
返
却
、
分
類
・
整
理
、
③
学

校
図
書
館
の
地
域
開
放
業
務
。

◆
勤
務
条
件

時
給
１
千
286
円
。

週
６
日
29
時
間
勤
務（
月
〜
金
曜

日
は
１
日
５
時
間
、
土
曜
日
は
４

時
間
。
た
だ
し
土
曜
日
勤
務
は
祝

日
、
学
校
行
事
の
あ
る
日
、
夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
中
は
除

く
）。
２
万
円
以
内
で
別
途
交
通
費

を
支
給
。
労
働
保
険
の
適
用
あ
り
。

◆
任
用
期
間

４
月
１
日
∂

〜
平

成
20
年
３
月
31
日
∑

▼
１
月
29
日
∑

〜
２
月
２
日
ª

の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）
に
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）、
司
書
資
格

証
明
書
（
写
し
）、
作
文
「
子
ど

も
に
読
書
を
習
慣
づ
け
る
工
夫
に

つ
い
て
」（
400
字
詰
原
稿
用
紙
２

枚
程
度
）
を
総
務
課
（
教
育
セ
ン

タ
ー
１
階
）へ
持
参
し
申
し
込
む
。

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

文
選
考
後
、
合
格
者
に
面
接
を
行

い
、
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

t
総
務
課
@
内
線
３
２
１
３

「
に
し
み
た
か
学
園
」が

平
成
18
年
度
東
京
都
教
育
委
員
会

職
員
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た


